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つ
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後
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西
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ら
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又
た
ぼ

*

通
の
小
作
人
に
よ
つ
て
®
充
せ 

ら
.る
、
に
至

.
つ

:̂
の
で
あ

'る
。

.斯
く
て
十
手
軍
は
之
れ
を
一
廊
よ

..り
見
’
れ

ば

封

建

制

度

の

煅
 

高
點
に
到
達
し
た
時
代
の
如
く
に
見
ゆ
る
の
で
あ
る
が
、然
し
他
の
一
面

よ

り
見
れ
ば
陇
に
此 

M

度
を
破

*

使
ん
汶
す
る
新
組
織

0.
發
生
せ
る
を
铋
る
の
で
あ
る
。

之
れ
を
要
す
る
に
：ズレ
シ

：'
ダ
'ノ
敎

.按
の
說
は
商
業
、金
貨
及
戰
事

0
中
に
近
世
資
本
主
義
の 

»

源
，を
求

&.
ん

ど

す

：る
も
，：の-:
で

資

本 

上
に
組
織
せ
ら
れ
た
十
字
軍
從
璀
者
の 

戦
爭
は
之
れ
が
欺

'響して以太利其

_他
の

®.
國
.に於
け
る
工
業
及
農
業
に
資
本
主
義
的
經 

濟

ft
織
を
法
入

’す
.命
に
至
斯
く
し
て
資
本
主
義
は
十
三
、十
四
、

+

3£
の
三
世
賴
を
通
じ
て
以 

太
利
に

.；於
け
る
各
種
：の

*:
業
を

s

ff
i

す
る
に
茧
つ
沱
ビ
云

.ふ
の
で
あ
る
？

英

國

！

^
 

_

け

ろ

經

濟

的

秩

序

の

恢

復

m

江

歸

本
論
は
前
號
に
揭
げ
た

%

«
問
題
に
關
す
る
二
三
の
考
察

j
Q

續
稿

ビ

し
て
、執
筆
し
た
も
の 

で
あ

.c
\

^

す
。

英
蘭
被
行
の
利
率
引
下

 

.

英
國
の
經
濟
駔
織

#:
に
，
#
濟
制
度

S

、州

戰

爭

の

.爲
め
に
、力
な
る
打

撃

を

蒙
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。
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述
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融
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。
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融
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近
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す
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れ
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；
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總
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落
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西
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年
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す
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あ
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金
幷

に
.：

配
當
率
に
殆
ど
何
等
の
異
動
を
示
^
な
か
つ
た 

の
は
、必
ず
し
も
预
金
利
率
の
引
下
げ
ら
れ
た
ば
が
も
に
、典
原
因
を
求
め
る
を
得
な

V

。
戰
時

‘ 

に
於
け
る
好
景

_

の
時
代
に
於
て
|、銀
行
が
ー
體
に
利
益
配
當
率
を
引
上
げ
な
か
つ
た
こ
ビ
隨 

つ
て
⑩
⑽
し
た
'利
益

#

は
或
は
飯
行
の
積
立
金
ど
爲

5

、或
は
銀
行
の
資
連
を
：鞏
固
に
す
る
用 

に
供
せ
ら
れ
、斯
く
て
銀
行
を

'1
,

て
不
，球
な
る
貸
付
金
、爲
替
の
損
失
其
他
銀
行
の
利
益
を
減
ず 

可
き
幾
多
の
出
來
事
に
對
抗

す

る

に
牵
ら

し

め

た
ば
か
り
で
な
く
、最，近
殊
に

■

千
九
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二
十
一
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部
に
免
っ
て
、鈒

.

行
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多く所有する所氣
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紙
0 -

市
價

.

©

騰
し
、做
行
を
し
て
©
格
減
掼 

に
蝴
す
る

?

備
金
を
所
有
す
る
必
要
な
か
ら
し
め
た
こ
と
の
勿
き
傻
に
銀
行
の
ネ
温
金
を
揖 

加
せ
し
め
る
に
與
づ
て
力
ぁ
る
次
第
で
ぁ
る
が
、同
時
に
•預
金
利
子
の
引
下
げ
が
此
點
に
相
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の
效
果
を
齋
し
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こ
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認
め
な
け
れ
ば
な
ら
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金
利
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低
落
と
銀
行
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兎
に
角
斯
る
金
利
步
合
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低
落
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に：金
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市
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定
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國
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な
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彫 

_

を

及

ぼ

し

た

こ
ビ

は
、染

ぅ

可

か

ら

ざ

る
W

實
で
あ
る
。
第

一

金
利
の
低
落
ど
共
に
、物

®

^

 

安
忠
し
た
爲
め
に
、從
來
經
濟

1]

;

會
の

®

搖
し
て
居
っ
た
際
に
、生
音
れ
、貯
藏
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し
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金
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落
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還
：の
有
.價
瞪
券
發
行
に
依
つ 

て
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狗
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.
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、事
業
資
金
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調
達
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し
め
る
機
會
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减
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務
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燈
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戰
f

英
國
は
國
際

I

に
於
i

に「

債

權

國

の

地

位

に

居

り

、而

し
i

f

入
4

外 

資
の
利
子
收
益
、海
運
業
の
運
質
、保
險
料
手
數
料
の
收
入
等
を
合
せ
て
、年
額
ニ
億
七
中

S

 

上 
>

1

る
も
の

,

r

3

れ
た
。

.
隨
つ
て
此
債
權
收
入
を
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て
、ー
億
ー
一
三
千
萬

®

の
t
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過
を
決
濟
し
、殘
れ
る

.i

l

l

s

の
大
I

は
之
を
對
外
新
放
資

に

供
す

.る

と
共

I1 

1

小
部
分
は
之
を

;

止
貨
の
形
に
於
て
、國
內
に
同
收
し
た
の
で
あ
る
。
平
時
に
於
て
？
對
ト 

U

權
の
內

2

何

な

る
部
分
が
新
放
資

S

り
、又
如

f

る
部
分
含
貨
の

.

形
態
に
於
て
囘 

收
さ
れ
る
力
は
、

f

に
内
.

外

國

に

於

け

る

金

：利
步
合
の
差
違
に
依
づ
て
、決

定
3

れ
た
の
で
あ
る
。
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め
に
、金

利
J

を
•
引
上
げ
れ

S

低
步
で
ぁ
ぅ
た 

も
合
丨
沙
外

A

辱

に

放
.

1

さ
，れ

可

き

善

で

あ

つ

た

資

金

は

自

ら

英

國

に

囘

收

さ

れ

る

こ

ど

、险 

も

物
1

k

應

す

る

が

如
f

檨
で
あ
つ
て
、此

一

事

が

從

來

英

蘭

鈒

行

を

し

て

劁

引

政

策

を

の 超 を 放賞
；行
し
て
、典
效
果
に
些
の
誤
囔
る
所
な
か
ら
し
め

/2

所
以
で
も
あ
り
、又
斯
る
金
貨
吸
收
の
極 

め
て
容
易
で
あ
る

Z

ぐし
に

依
賴
す
れ
ば
こ

.
そ
、英
國
獨

4

の
諸
國
ビ
趣

き
を

異
に
し
て
、金
の 

輸
出
入
に
對
し
て
、

a

底
：的
自

®

の
方
針
を
取
り
、所

_

自

11
1

金
市
場
な
ダ

ら
：«

か
ク
た
の
で
あ

.

る
。

然
i

に
歐
洲
戰
杂
當

|1
#
:
:に：於

'
け
る
如
く
、英
國
の
輸
入
超
過
が

:̂

第
に
：增
加
し
て
三
€
磅
ヵ 

&
^
a

®

U

-

^
 
^

云
ふ

I

で
あ
つ
て
は
、對
外
債
權
の
收
入
を

以
つ
て
、之
を
決
濟
す
る
を
得
が
い
。
殊
に
戰
時
對
外
偾
權
の
收
入
は

自
ら

減
少
す
る
こ

ど
を 

免
が
れ
な
か
つ
た

一
方
に
、徵
務
の
方
に
は
、

輸
入
超
過
の
外
に
、聯
合
諸
國

S

す
る

貨
付
金
も 

亦

の

ビ

す
n

i

外
債

f
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多年一外

®

幷
^
殖
民
地
に
放
下
さ
れ
た
資
本
の 

元
本
を
蠶
食
し
な
い
限

^

、決濟
の

」

道
を
求
：

.

め
る
を
得
な

>
.

こ
-

、
爲
つ
れ
。

斯

く

て

B
?

 

終
熄

し
て
、
卒
和
の
時
代
に
入
つ
て
、

^

ほ
轍
入
超
過
の
£
額
に
上
つ
て
居
つ
だ
こ
と

は
、英
國
經 

濟
社

酋
の
大
な
る
惱
み
と
す

る
所
で
あ
っ
て
、常
に
一
稲
の
脅
威

を
f

る
の

a

ひ
を
得
な
い 

次
第
で
あ
つ
た
の
で
あ
：

る。.然
る
に
右
の
輸
入
超
過
も
千
九
西
十
八
年
に
於
け
る
も
の
を
最 

高
.

の
記
錄
ビ
し

<
0
來
次
第
に
減
少
；す
る
趨
勢
を
示
し
、千

九
百
二
十

1

年
に
は
ニ
億

七
千
ふ
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つ
て
も
、上-半

舉
の
輸
入
超
過
は
七
千
九
西
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十
沉
磅
で
あ
つ
て
、殆
ど
戰
前
ビ
異
な
ら
ざ
る
に
至
つ
た
。

一
方
に
國
際
貸
借
は
最
近

R

m

0 

マ
.

衣
和
な
名
狀
態
に
爲
つ
，た

^

あ
ら

：

$

か
、戰
後
海
運
業
の
運
®
收
入
が
運
賃
騰
貴
の
結
果
著 

し
く
上
進
し
た
，結
果
、國
_

.

貨
.

借
が
英
國
に
取
つ
て
、有
利
な
る
方
嚮
に
展
開
し
た
こ

Cは
、̂
ぅ 

巧
か
ら
ざ
：る

事
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に
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(
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I

、で
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入

超
過
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あ

.
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對
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傲
權
の
：收
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て
、乙

I

を
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濟
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 f

、本

年
S

に
減
少
し
て
、其
れ

5

も
以 

.け
に
爲
る
場
合

I

、對
外
懷
權
收
入
の
輸
入
超
，過

.
顯
ょ

:

大
な
る
部
分
だ
け
、其
表
は
或
次 

S

外
放
資
に

‘

供
I

た
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i

貨
吸
收
の
資
源
に
振
替
へ
ら
れ
た
吝
る
次
第
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あ

0

て
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S
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I
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つ

S
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千
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十
年
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至

0
 

5

活
し
き

年
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.
國
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す
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資
を
合
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に
上
り
つ
、
あ
る
こ
と
も
、亦
決
し
て
偶
然
で
あ
る
-̂し
な
い
。

經

濟

«:複
の
遵
程

是
等
の
事
實
か
：：ら
綜
：合
す
れ
ば
、英
國
現
時
の

.經
濟
社
會
•か
幾
多
の
方

面

に
於

て
、

®

前
の
狀 

磐
二
復
歸
し
つ
、
あ
る
こ
ビ
は

^

を
俟
た
な
い
、晚
に

K

端
を
發
し
た
對
外
放
資
が
年
令
累
攒 

•t
v

«

#

の
爲
め
に
破

®

3

れ
た
放
資
額
を
補
^
し

て
，餘
り
あ
る
に
至
つ
た
な
ら

ば
、英

國

の 

國
際
經
濟
に
於

け
る

勢
力
に
大
な
る
增
進
を
來
す
可
き
譯
で

あ
つ

て
、斯

る
時
期
の
到
來
す
る 

こ
i

も
亦
敢
て
遠
し

^

し

な

：
い

，
の

：で

あ

^

。

':
而

し

て
斯
る

有
利
な
る
狀
況
が
比
較
的
早
く
英 

國
に
蓝
開
し
來
つ
た
こ
と
に
就
て
、何
に
其
原
因
を
求
め
可
き
で
あ

る
か
。

私
は
第

I

政
府
が 

«
.

費
の
徹
底
，的
緊

縮
，を

試

み、勸

勞
幷

に
物

資
に
對
す
る

公
共
の
需
婴
を
智
約
し

..

て、物
價

下
落 

の
端
を
開

い
た

こ
ビ
、鉛
ニ
財
政

緊
縮
の
結
果
、公
債
發
行

•
の
.必
要
が
少
な
く
な

り
、從
來

公
債
引 

…

受
け
の
爲

め
に
、
膨
腺
し
^
政
府

紙
幣
に

爾
發
の
跡
^
絕

つ
た
こ

^
第

jl

一
物
價
の
落
は
自
ら 

(

一
 

五四丑

.

)

論

餽

.荚调

，し
於
け
，Q

艄
濟
的
狱
序
の

.

恢
復
，

 

第
十

1*

四玉



筋
i

ハ

餘

(

I

k

四
六)
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論
.

0

英
國
に
於
け
る
經
濟
的
.秩

序

の

恢

復

 

第

十一.

號

四

六

賃
銀
引
下

i

 

f

作
う
、商

h

 

S

經

零

し

5

な
る
a

礎
に
就
か
し
め

穴
乙

.

&

四
を 

價
;7

> *

と
.

賃
銀
_

7 '

と
は
生
產
费
の
飾

.

約

：を

促

し

、
自
.ら

輸

出

資

易

の

墙

進

ど

輸

入

貿

易

の

螨
 

锻
ビ
を
促
し
た
：こ
^

、第
五
：物
價
の
下
落
、生
活
の
安

易

は

國

民

の

貯

蓄
.

を
®

に
し
、

|

方
に
今
後 

#

價
下
落
の
勢
の

®

薇
ず
る
事
ー
實
は
；自
然
金
利
步
合
を
低
落
せ
し
め
、金
利
步
合
の
低
落
は
資 

木
の
對
外
輸
出
に
刺
へ
戟
を
與
へ
た
、加

ふ

る

に

政

府

の

經

费

節

約
^

國

民

間

に

旺
»

ど
®

つ
た 

冗
#

省
約
の
氣
：風
>

は
相
待
つ
：て
、資
本
•

の：供
給
を
豊
富
な
ら
し
め
た
ご
と
の
諸
點
は
他
國
に

.
 

先
だ
へ
つ
，
て

獨

う

英

國

を

し

て

*

濟
復
興
の
機
會
を
迎
へ
る
に
^
ら
し
め
た
所
以
と
認
め
な
け 

れ
.

ば
^

ら
ぬ
。
’

即
ち
、一
の

#

相
：は
他
め
事
相
を
呼
び
來

0

て
、遂
に
累
攒
的
效
果
を
生
せ
し
め 

さ
れ
ね
、
0 >

ま
な

S
;

次
輿
で
命

?

、5

び
端
を
發
し
た
經
濟
復
典
が
：存
外
早
く
成
し
遂
げ
ら 

.

れ
：る
理
；由

％

自
ら
'

明
.

瞭
ど
ヘ
爲
る
で
.
：
あ

ら

う

.。

倫

敦

ど

國

際

金

融

中

心：

へ
斯
く
て
吾
人
の
考
は
國
際
金
融
：中
心

®

ど
し
て
の
偷
敦
對
細
育
の

I

的
關
係
に
及
ば
ざ 

る
を

1

.

な
I

歐
例
戰
爭
中
か
ら
、戰
後
の
或
る
期
間
を
通
じ

て
、
英
國
の

®

政
が
甚
だ
し
ぐ

W

 

茵
し
金
融
市
場
亦
秋
序
を
失
つ

T

辟
つ
た
際
、破
貨
の
價
値
は
戰
宰
の
經
濟
的
打
泰
を
蒙

る

こ

今
の
少
な
か

0

た
_國
の
：貨
幣
に
對
し
て
、下

落

を

示

し

た

一

方
に
、合
衆
，國
，の
弗
貨
の
價
値
は
比 

較

：
的

堅

：實

で

あ

，つ

:
た
。」

''

而
し
て

」

當
：時
英
國
に
|は
諸
外
國
に
向
つ
て
新
に
資
金
を
融
爾
す
る
餘 

力
に
：乏
し
か
つ
た
：の

.に
對
じ
て
、合
衆

®:

に
は
其
餘
カ
の
頗
る

ff
i

な
る
も
の
が
あ
つ
た
。
斯
く 

て
畏
等
一
一
個
の
事

*

が
*

礎
ビ
爲
つ
て
、從
來
永

く

倫
：敦
に
依
つ
て
、占
め
ら
れ
た
國
際
金
融
の 

中
心

®

7a

る
地
，位

’似
遂
に
紐

.育
に
奪
取

3

れ
る
ヒ
云

ふ
說
を
生
じ
，乂
當
時
國
際
金
融
に
關
す 

る
取
引
の
或
る
部
分
が
紙

.育
^

於
_
て
決
濟

_

れ
、
_諸
外
國
が
紐
育
に

「

バ
ラ
ン
ス

」

を
所
有
す
る
に 

至
つ
た
事
實
は

M

に
.
此
說
に
有
カ
な
る
裏
書
を
與
へ

.
る
次
第
と
爲
つ
た
の
ー
で
あ
る
。
然
し
當 

時

幷
に
今
日
に

於
て
、吾
人
^
斯

る
說
に

规
，何
.
の
價
値
を
，認

め

得

る

:̂
:

あ
ら
',；
ぅ
か
。

:

.
從

來
儉
敦

‘
か
國
際
金
融
の
中
心

.市

.場
で

あ

つ
：て
、北
.米
合
衆
國
は
如

何
な
る
經
濟
上
の
發
達 

を
_
吿
，げ
て
も
、絲
育
を
し
て
之
に
代
ら
し
め
る
を

得
な
か
つ
た
乙

€
に
就
て
は
、

種
々
の
原
因
が 

#.*

在
.
.

す
.る
.。：
'
左
：に
之

■を
，列
擧
す

.
る：。
_

第4

、地
理
上
Iの
地
位
。
：
，英

國

鈥

四

面

環

海

0
:地
位
を
占
め
、殊
に
國
の
附
近
は
多
く
人
口
調

密
な
る
諸
國
に
依
て
圍
繞
さ
れ
、世
界
，商
業
通
路
の

.
焦

0
で
あ
る
に
反
し
、紐
.育
は
世
界
商
業
の

. 

.

.

.--

'
要
地
に
遠
ざ
炉
り
、織
に
南
北
：

#

に
中
：部
亜
米
利
加
の
商
業
中
心
地
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

.

第
ナ
六
港

(
一

五四七

)

：
.

論
：
：
^
:
英
國
じ
於
け
る
經
濟
的
秩
序
の
恢
復 

：

I

第
十
一
雛
 

四

七
’
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復

 

第
十

r

號

，0 1

八
‘

.

.

第
，
一.一、

H
業
發
達
の
成
熟
。
英
國
は
現
に

H

業
發
達
の

.成
熟
瓶
に
到
達
し
て
居
る
が
、合
衆
國 

は
，未

だ

其
域
に
達

.
す
る
を
得
な
い

0

即
ち

英
國
は
多

.*

の
食
料
品
幷
に
原
料
品
を

®

入

し

、
一 

方
に
之
に
匹
敵
す
る
既
製
品
を
輸
出
し
、國
を
擧
げ
て
工
業
化
し
て
居
る

o

隨
つ
て
貿
易
上
の 

政
：策
ビ
し
て

.
は
，多

〕

年
自
坩
賀

：

易
：が
行
は
：れ
、多

»

の
#

資
に
對
し
て

.

何
等
關
税
の
徵
收

3

れ 

る
も
の
が
な
く
、

«,

れ
等

0

物
資
は
ほ
由
に
國
內
に
移
動
し
、倫
敦
に
於
て
は
、世
界
に
於
け
る
鹛 

.
て
0

物
資
が

M K 3.
 

^

 

i 

,
-
c 
s 

0
 

T
 

て
過

言

で

な

い
。
殊
に
工
業
成
熟
の
結

果
、國
內
に 

於
：て

：：

運
用

さ

れ
る
資
本
に
對
一
ず
る
收
益
率
の
低

S

結
采
、資
金
は
利
率
の
高
き
を
逐
ぅ
て
、外
國 

に
放

.̂

さ
れ
、今
や
世
界
：の
如
何
な
る
國
に
も
，英
國
の
資
本
の
放
下
さ
れ
ざ
る

も
の
な
く
、而
し 

て
泌
放
下
^
れ
る
場
合

R

は
、資
本
は
英
國
.製
の
軌
條

y

か
、鋼
材
ヒ
か
、機
械
と
か

云
ふ
ょ
ぅ
な 

形
に
於
^
行

は

れ

る
爲
め

に
、尚
ら
英
國
土
業
の
；發
達
を
支
持
す
る

こ
ご
、：爲
る
。

是
等
諸

M 

の
長

所
は
殆
ど

合
衆
國
の
紐
濟
社

會
に

跨

て
I

、之

を
見
る
を

#

な
い
。

:

’

第
.

：三
、仲
介
贸
易
。

;

,

偷
敦

0

金
！融
的
礙
勢

.

を
_

持
.

せ
し
め
た

|

原
因
，は
英
國
の
賀
易
额
の
军 

大
力
る
己
と
で
あ

^

S
、
®

に
®

太
で
あ
る
ば

.

が
り

.

で
な
ぐ
、廣
く
多
く
の
國
ど
關
係
を
持
つ
た
こ
：
 

S

で
あ
づ
た

.0

其
.

結
：果

し
て
、世
界
；の
各
-

國
ば

英
國
の

輸

出

を

決
濟
す
る

爲
め
に
、磅
貨

を
支

■

は「

な

け

れ
t f

な
ら
ぬ
地
位
に

.

立
._

ち
、磅

^

形
は
.

自
’
.ら
他
の
諸
國
の
市
場
ょ

K

y

气
廣
.き
販
路
を 

^

^ '
.

藏

國
‘

以

外

の

第
5

亂
間
に
：於
，け
る

(

取
引
を
決
濟
す
る
用
に
供

^

れ
作
。

ふ

^

^

金
»

上
の
便
宜

.

？し
從
^

金
み
內

'
で

、英
國
の
領
土
に
於
け

る

も

の 

割
の
：多
き
.
.に
上
；，b

、而
：.し

て
.：

英
國
ゆ
國
際
貨
借
に
於
け
る
有
利
な
る
殘
'高
は
英
國
を
し
て 

之
•

〔

を
‘
•國
內
に
囘
收
す
る
こ
ご
を
容
易
の
業

f

レ

め

^

の

で

あ

る
:0

現
に
.

千
九
百
ニ
十
年
に 

狹
け
る
、世
界
金
產
，額
七
.千
一
百
ニ
'莴

ニ

千

百

二

十
1

磙
の
內
、英
國
產
ヒ
係
る
も
’の
は

®

阿
非
•

别
.加
 

S

四、六
1

五
四
、
九
ニ

【

1

磅
.

■

:
如

.

奈
，

0 

5

、1
六
六
、诩
七
九 

.

へ

,攝 

:

洲

：

：

，

：
：
5 £
.

、四
嵬
五
、〇
〇
〇 

印
.；

:

:

度

」
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.
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.

 

?

等
を
重
な
る
も
の

W

し
、世
界
產

.

額
の
大
部
分
を
占
め
る
計
算
で
あ
る
。
是
れ
は
歐
洲
開
戰
以 

:

爽
露
國
が

：

產
金
0

:

ビ：し
て
の

»

:

位

を

朱

つ

た

結

，果
、英
國
諸
'

領
±

を
し

R

特
に
斯
る
重
耍
の
地 

位〔

を「

擁
す
る

G

喪
ら
し
め
衣
次
第
で
あ
る
が
、鬼

^

角
自
國
權
勢
の
下
に
摩
金
地
方
を

®

き
、國 

I f

貨
借
に
於
け

.

る
，偾
權
の
保
：有
を
割
.

引

政

策
0

.

運

甩

ビ
R

«

つ
て
、其
«

1 |
時
期
に
余
を
吸
收 

铬
士
ハ
潘

(

一.五四九

.

)

論
-

胧
爽
圃
に
於
け
る
經
篇
職
序
の
恢
復
：

 

第
十
一
號
 

四
力



第

十

六

饴

(

一
芄
五
〇)

論

.0

莢
國
I I

於
け
る
經
濟
的
秋
摩
の
恢
復；

.

第
十
一
號 

s

o

す
る
を
得
せ
し
め
た
こ

^

は
、從
來
倫

.

孰
を
し
て
自
由
金
市
場
た

.

ら
し

.

め
た
ミ
共
に
、碗
貨
の
腹 

.

値
確
宠

| :

資
せ
し
め

.

た
所
以
で
あ
る
。
斯
く
て
第
三
國
間

.

の
.

決
濟
が
磅
貨

.

に
侬
つ
て
、

f t

敦
を 

.

.

通
じ
て
、行
は
れ
る
に
至
つ
た

M

 

,

と
も
、亦
異
ビ
す

.

る
に
足
ら
な
：い
で
あ
ら
ぅ
。

金
融
中
心
移
轉
論
の
價
値
，

'

:

然

ら

ば

歐

，洲

戰#

は
_

偷
敦

5:
:

し
：.て
國
際
余
融
の
中
心
市
場
た
ら
し
め

た
上
記
の

事
故
に

如 

.

何
な

I

る
變
化
を
及
ぼ
し
左
か
と
云
へ

.

ば
、大
な
る
打
擊
を
倫
敦
の
金
融
的
權
勢
に
加
へ
た
こ

，レ 

は
、輪
を
俟
た
な
い
の

.

で
あ
る

"

第
ー
貿
易
通
路
の
變
逛
に
依
つ
て
、偷
敦
を
經
由
し
て
行
は
れ 

.

た

資

•易

の

數

量

の

減ド少
し
た

乙

ビ
、第

ニ.

海
運
業
の

.

衰

微

し

た
Z

ミ
、第
三
紐
育
が
國
際
爲
替
市 

場
I :

活
躍
し
世

^

;

諸
■

國
"

の
瑕
に

.

立
'

C >
:

:

T -
-

、爲
#

取
.

弓
.

に
從

*

t -
.る

.
1

方
R

、合
衆
國
に

* ^

け
.

る
外 

國

銀

：行

の

弗

勘

定

も

％

著

冷

く

；增

加

し

^

.

こ
く
第
四
合
衆
國

.

の
職
邦
準
備

'

金

銀
行
の
活

®

も 

.

其
：緖

に

就

き

、
手

形
.

引
受
.
^
場
の
開
發
き
れ
た
こ

 

'

第
五

0

貨
の
價
値
の
下
落
し
、然
も
變

g

す 

る
に

,:

至
ら
れ
こ
，ビ

.

：の
.
_

諸
點
ば
期
せ

’

ず
し
て
倫
敦
の
金
.融
的
勢
力
を

削

取
し
て
•之
を
紐
育
に
與 

ベ
た
趣
き
を
免
か
れ

な

か

つ
た
。
玆
に
於
て
か
國
際
金
融
の
中
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點
が
偷
敦
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ら
紐
育
に
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轉
す
る

と

云
ふ
說

を

生
じ
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た
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で
あ

る
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國

際
貸
借
の
趨
勢

に
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て
、對
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放
資
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殖
に
於
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七
減
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又
，外

國

貿

易

玲

方
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に
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セ
，英
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第

に
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，時
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打.擊

を
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が

れ

て

、
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な

，る
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滕

に

復

歸
し

つ
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あ

る
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記
の
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く
で
あ

.
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と
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據
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。
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て
紐

.

育
が
：國

.際
金
融
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占
め
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す
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る
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補
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と
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て
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を
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却
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洲
戰
诗
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他
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た
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殊
め
事
怡
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賴
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て、金
麵
中
心
點
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し
て
の
地
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を
占
め
ょ
ぅ
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す
る
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き
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空
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望
み
ビ
せ
ざ
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な
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。
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何
な
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紐
育
金
融
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融
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け
る
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。
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つ
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な
る
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位
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を

振

..出

す

趨
 

勢
に
：爲

つ

た

V
J

し
た
所
で
、之
を

®
な
ら
し
：め
る
だ
け
の
設
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店
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な
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行
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を
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介

な
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で
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ぅ
る
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甑
も
あ
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が
、英
國
の
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日
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界
の
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を
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つ
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れ
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れ
る
取
引
に

.
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も
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狱
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な
け
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な
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.衆
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に
し
て
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し

.て
，國
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取
引
を
決
濟
す
る
目
的
物
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ら
し
め
ょ
ぅ
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す
る
以
上
は
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國
の
龈
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行
業
者
を
し
て
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外

國

に

向

つ

て
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：店

”
設
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に
依
つ
て
、金
融
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の
锢
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を
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せ
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め
灰
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ば
な
ら
な
い
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ら
れ
る
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形
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一
0
で
あ
る
。
從
來
合
衆
國
に
於
て
或
は
短
期
資
金
な 

A

政
；：

府
の
公
債
發
行
な
卜
、株
式
舣
引
所
に

_

對
す
る
當
座
貨
付
な
ぅ
に
關
聯
し
て
、資
金
に
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る
，舞

.要
の
常
に
繁
忙
で
あ
つ
た
こ
：ビ
は
、外
國
手
形
の
引
受
市
場
を
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達
せ
し
め
る
こ
と
を
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害
す
：：

る

原
因
と
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た
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方
に
今
囘
の
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は
偶
鉍
に
も
合
衆
釋
を
し
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外
國
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對
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る
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黌
に
關
係
す
る
に
至
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し
め
た
ょ
ぅ
な
も
の
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千
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紐
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ら
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衆
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し
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國
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中
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激
た
ら
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ど
す
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は
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に
力
を
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致

す
可
き

こ
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勿

論

で
あ
る
。

殊

に

今

日
の

合
衆
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を
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國
な
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、
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の
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洲

諸

國

な
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較
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し
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け
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可
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も
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國
際
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の
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に
當
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可
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し
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事
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合

衆
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國
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濟
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れ
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。
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梂
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れ
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を
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融
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參
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.

金
の
輸
出
が
未
だ
，自
由
の
狀
態
に

®

か
れ
ず
、隨
つ
て
偷
敦

.

は
自
肖
金
T I
J

場
た
る
戦 

0

の
面
目
を
復
舊
し

.

，，
な

い

」

方

に

、
正

貨

準

備

の

不

充

分

な

■

る
.

政
府
紙
幣

.

が
市
場
.に
流
通
し
て 

居
つ
て
通
貨

®

度
の
基
礎
の
鞏
闽
を
以
つ
て
、許

さ

れ
な
い
こ
ど
の
如
き
、第

5

對
外
放
货
は
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び
行
は
れ
る
に
至
つ
た
ょ
ぅ
な
も
の
、
、其
，金
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額
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前
に
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較
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れ

ば
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日
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」
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て
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可
-

か

ら

.ざ

る
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で
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來

果

し

て
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に
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け
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起
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た
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に"
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日
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又
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程
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の
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許
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全
く
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不
定
の
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題
で
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る
。
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は
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前
に
比
較
し

:

て
、今
日
の
英
國
經
濟
社
食

に
#

す
る
缺 

焰
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著
し
き
も
の
ヒ
し
て
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人
の
指
摘
す
る
に
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ま
ざ
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所
で
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る
。
然
も
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.
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濟
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な

少

ご
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得
な
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で
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